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はしがき
最近の研究の進展により，プレート境界地震について，その発生過程の詳細が解明されつつ
ある．すなわち，沈み込むプレートと陸のプレートとの境界面における固着の強さは空間的に一
様ではなく，この不均質性が地震の規模や発生様式，さらにはプレートの沈み込み過程を規定し
ていることが次第に明らかになってきた．これらの研究は，三陸沖のプレート境界を主な舞台と
して行われてきた．そこではアスペリティ（通常は固着していて地震時にのみ急激にすべる領域）
が安定すべり域に囲まれて分布しており，その大きさと密度の分布が場所により異なっていると
予測される．このような固着状況の空間分布の詳細が把握できれば，プレートの沈み込み過程の
理解が深まり，かつ大地震や津波地震等の被害地震の震源域を事前に推定できるようになると期
待される．本研究では，このような問題意識のもとに，東北日本太平洋下のプレート境界におけ
る固着とすべりの詳細を明らかにし，プレート境界地震の発生機構を理解することを目指して，
1）相似地震の解析，2）広帯域地震波形に基く大中地震の震源過程の解析，3）GPSデータ
解析，4）シミュレーションによるアスペリティの性質の研究，を進めてきた．
その結果，相似地震解析では，北海道から東北日本に至る太平洋下のプレート境界全域にお
いて相似地震を検出することにより，北海道の十勝沖から根室半島沖のプレート間すべりの時間
発展の推定を行うことができた．この領域では2003年に′十勝沖地震（M8・0），2004年に釧路沖
地震（M7．1）が発生しているが，これらに伴う余効すべりの分布を把握することができた．特
に，2003年十勝沖地震後，余効すべりが地震によるすべり域の東側に大きく柾がり，その後2004
年釧路沖地震の発生に至る一連のすべり過程を捉えることができた．
地震波形に基く震源過程の解析では，2005年8月16・日宮城県沖地震（M7．2）の破壊域は，
前回の1978年宮城県沖地震（M7．4）の破壊域の南東部分と重なることを明らかにし，北側と西
側の領域が割れ残っており今後の活動の推移に注視すべきことを示した．さらに，1930年代の
宮城県沖地震の余震の再解析を行い，前々回の宮城県沖地震では3つのアスペリティが別々に滑
った可能性があることを示した．
GPS解析では，2005年の宮城県沖地震後に破壊域の南側に拡がる余効すべりを検出した．
これは地震波形のインバージョン解析から得られた北側と西側のアスペリティが割れ残ってい
ることと符号する．また，2005年12月3日の最大余震後には，割れ残っている北側のアスペリ
ティのすぐ東隣でゆっくりすべりが生じたことが明らかになった．GPS解析ではさらに，2003
年十勝沖地震後の余効すべりの時間発展を推定し，本震の破壊域の外側に拡がる余効すべりの分
布の詳細を明らかにした．また，相似地震解析から推定された余効すべりの分布と比較すると，
すべり量の値は約2倍程度となるものの，分布のパターンはほぼ一致することが確かめられた．
シミュレーション解析では，アスペリティの破壊に伴う周辺域での余効すべりの伝播状況を，
種々の摩擦パラメータを与えて系統的に調べ，三陸沖で地震後に観測された余効すべりの伝播速
度と比較した．その結果，陸に近いプレート境界深部で観測された余効すべりの伝播速度を説明
するためには，プレート境界域での間隙圧が極めて大きくなければならないことを明らかにした，
一方，海溝に近いプレート境界浅部で観測される余効すべりの伝播速度を説明するためには，上
記のような大きな間隙圧を必要としない．これらは，脱水反応によりプレート境界に供給される
水の量あるいはプレート境界域の透水係数の深さ変化を示唆している．
以上のように，本研究により，プレート境界地震の発生機構の理解を進展する上で重要な成
果が得られた・本報告書は，平成15年度－18年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究彪）
を受けて進めてきた本研究の成果をまとめたものである．なお，本報告書をまとめるにあたり，
分担者以外の方々にも協力を得た．
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